










　ダウン症児は 21 番染色体のトリソミーによる精神薄弱で,生産児 1,000 に対

し 1 という出生頻度を示し,日常しばしば遭遇する障害児の一つである。本症

は高頻度に合併する心奇形や感染症に対する易罹患性などのために従来短命と

いわれてさた。しかし,近年の化学療法剤の開発による感染症治療の進歩や,先

天性心疾患に対する管理法の向上などにより,本症の平均年令の著しい延長を

みるようになった。しかし,本症患児のもつ障害の多様性の故に,平均生存年令

の廷長を,手ばなして喜ぶわけにはいかない。


